
 

 

ＪＲ連合 

ＮＥＷＳ 

ＪＲに集う 
すべての仲間の 
ＪＲ連合への 
総結集を！！ 

2022 年度 

Ｎｏ.１６ 

２０２２年８月１日 日本鉄道労働組合連合会 

～ＪＲ連合東海地協「第３１回定期委員会」開催！～ 

 ＪＲ連合東海地方協議会は、７月 29 日、名古屋市において第 31 回定

期委員会を開催し、向こう１年間の活動方針を決定した。 

冒頭、丸山知章議長（ＪＲ東海ユニオン中央執行副委員長）が挨拶に

立ち、第 26 回参院選の取り組みへの感謝の意を表しつつ、コロナ禍によ

り厳しい状況下における政策・政治活動の必要性や、貨物鉄産労をはじ

めとする組織拡大・強化の取り組みを力強く進めていく決意を述べた。 

  
来賓としては、中部交運労協から冨田

和夫副議長、ＪＲ連合から政所大祐事務

局長が、そして伴野豊衆議院議員（ＪＲ

連合国会議員懇談会・副会長）および河

合洋介愛知県議会議員（ＪＲ東海ユニオ

ン地方議員団連絡会・幹事長）が出席し、

激励・連帯の挨拶を行った。ＪＲ連合の

政所事務局長からは、産別として中長期的な視点をもってコロナ禍対応に取り組むこと

や、ＪＲ連合結成 30 周年の節目に、ＪＲ産業として力強く前向きな提言を発する予定で

あることを述べつつ、記念行事への参画を求めた。また、ＪＲ北労組や貨物鉄産労におけ

る若手の組織拡大・強化に触れつつ、‘透明性のある開かれた組織と運動’が必要であり、

ＨＰやＳＮＳ活用をはじめ積極的に運動の「見える化」を行っていこうと呼びかけた。 

その後、渡邉有造事務局長より経過報告、活動方

針案・予算案等の提起がなされ、満場一致の承認が

なされた。最後は、丸山議長が「コロナ禍の苦しい

状況下だが、東海地協に結集する全組合員がＯＮ

Ｅ ＴＥＡＭとなって、組織拡大・強化、政治・政

策活動の強化に取り組んでいこう！」と述べ、力強

い団結がんばろうで定期委員会を締めくくった。 

ＪＲ連合結成 30 年を次代への起点に据え、 

ＪＲ産業の持続的成長と組合員・家族の幸せを実現しよう！ 

丸山議長 
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